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Ⅰ．平成24年度 解体撤去工事及び汚染の
除去工事の実績

（技術開発部 開発実証課 北山 尚樹）  
 デコミニュース第 22 号及び 23 号において

紹介した、廃止措置計画に基づく平成 24 年度

の原子炉廃止措置研究開発センター（以下、「ふ

げん」という。）の解体撤去工事及び汚染の除去

工事の実績（平成 25 年 3 月末現在）について

報告します。 

 

１．解体撤去工事 

  原子炉冷却系統施設の解体撤去工事として、

以下の 2 件の作業を実施しました。 

(1) 復水器等の解体撤去 

  復水器等の解体撤去として、タービン建屋

の管理区域に設置されている復水器本体のう

ち、Ｂ号機本体胴、Ａ号機内部構造物の一部

及び復水配管等の解体撤去作業を平成 24 年

8 月 29 日から行い、平成 25 年 1 月 29 日

に平成 24 年度分の解体撤去工事を終了しま

した。本作業で発生した約 74 トンの解体撤

去物は、工事過程にあるクリアランス対象物

として、タービン建屋 1 階及び地下 2 階に一

時保管（仮置き）しました。 

 

(2) タービン補機冷却水ポンプ（ＴＣＷＰ）等

の解体 

タービン設備の解体として、タービン建屋

の非管理区域の地下 1 階及び地下 2 階に設置

されているタービン補機冷却水ポンプ（ＴＣ

ＷＰ）、タービン補機冷却系海水ポンプ（ＴＣ

ＷＳＰ）、密封油処理装置、水素ガス乾燥器及

び配管類等の解体作業を平成 24 年 12 月 17

日から開始し、平成 25 年 3 月 15 日に終了

しました。本作業で発生した約 32 トンの解

体物のうち、再利用品となる機器・配管類の

金属（約 22 トン）については、事業所内の

一般の金属解体物置場へ運搬し保管しました。

また、保温材、コンクリート、二次廃棄物（約

10 トン）については、処分業者を通じて産業

廃棄物として処理処分しました。 

 

２．汚染の除去工事 

  重水系・ヘリウム系等の汚染の除去工事と

して、以下に示す作業を実施しました。 

(1) 原子炉建屋機器の残留重水回収 

原子炉建屋に配置されている重水系・ヘリ

ウム系の機器・配管の一部（カランドリアタ

ンク等に接続されている計装機器・配管等）

について、切断等により系統を開放して内部

の残留重水を回収する作業を平成 24 年 9 月

27 日から実施しました。 

(2) 原子炉補助建屋機器のトリチウム除去 

  原子炉補助建屋地上 1 階の重水浄化系室内

に配置されている機器・配管の一部について、

自然科学研究機構 核融合科学研究所との共

同研究として実施している、除湿機（膜分離

 

第２５号 



式）による通気乾燥や、真空引き等によりト

リチウムを除去する作業を平成 23 年度から

継続して平成 24 年度も実施しました。 

(3) 原子炉建屋機器のトリチウム除去 

1) カランドリアタンク等の常温通気乾燥によ

るトリチウム除去 

  原子炉建屋内にあるカランドリアタンクを

含む重水系・ヘリウム系等の系統にトリチウ

ム除去装置を接続し、乾燥空気の循環による

トリチウムを除去する作業（常温通気乾燥）

を平成 23 年度から継続して平成 24 年度も

実施しました。 

 

2) 鉄水遮へい体冷却水の抜き出し及び六価

クロムの無害化処理 

  カランドリアタンク等のトリチウム除去と

して、常温通気乾燥を実施した後に予定して

いる真空乾燥に先立ち、カランドリアタンク

の外部から圧力が加わらないようにするため

に、当該タンクを覆っている鉄水遮へい体の

冷却水（防錆剤としての六価クロムを含有）

を抜き出しました。また、冷却水に含まれて

いる六価クロムの無害化処理作業を昨年度に

引き続き実施しており、平成 24 年度で 8 バ

ッチ（冷却水約 40ｍ3）の処理を終了しまし

た。 

 

B号機復水器本体胴 A号機復水器

解体撤去前 解体撤去後

 

復水器等の解体撤去状況（解体撤去前後）：タービン建屋（管理区域）地下 1 階 

 

解体前 解体後

タービン補機冷却水ポンプ
（Ａ及びＢ号機）

 

タービン補機冷却水ポンプ等の解体状況（解体前後）：タービン建屋（非管理区域）地下 1 階 



解体前 解体後

密封油処理装置
タービン補機冷却系

海水ポンプ
 

密封油処理装置等の解体状況（解体前後）：タービン建屋（非管理区域）地下 2 階 
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➊ 残留重水回収 ： 

➋ トリチウム除去： 

H24 年度 
作業範囲 

平成 24 年度 汚染の除去工事の実施範囲 

重水・ヘリウム系計装ラック（原子炉建屋（Ｒ/Ｂ）） 

➋-1 重水浄化系のトリチウム除去 

➋-2 カランドリアタンク等のトリチウム除去 

➋-3 鉄水遮へい体冷却水の抜出し及び六価クロムの無害化処理 



 

汚染の除去工事 作業概要 作業状況

残留重水回収
弁操作によるドレンアウト後に、フランジ
の開放、配管の切断等により内部に残留
する重水を回収

約2,130ﾘｯﾄﾙ回収

トリチウム除去

系統を分割して加熱真空引き等によりトリ
チウムを除去

検出限界値以下
（作業エリア内トリチウム濃度）

トリチウム除去装置を用いてカランドリア
タンク等に乾燥空気を循環することにより
トリチウムを除去

実施中

平成25年3月末現在

 

階 系統・エリア 主な機器
重水回収
（ﾘｯﾄﾙ）

ﾄﾘﾁｳﾑ除去
（Bq/cm3）

3F

ヘリウム
浄化系室

・再結合器
・脱湿器 10

検出限界値
以下

ポイズン
供給系

・ﾎﾟｲｽﾞﾝ溶解槽 21
検出限界値

以下

2F

1F
重水
浄化系室

・重水浄化塔
・ﾎﾟｲｽﾞﾝ除去塔

実施中
62.4

実施中

B1F
劣化重水
貯槽室

・劣化重水貯槽
・浄化系重水貯槽 606

今後実施
予定

B2F 重水貯槽室
・重水貯槽室
・A/B重水ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ 1230

今後実施
予定

原子炉補助建屋（A/B）
：作業終了箇所

主な機器
重水回収
（ﾘｯﾄﾙ）

ﾄﾘﾁｳﾑ除去
（Bq/cm3）

・ｶﾗﾝﾄﾞﾘｱﾀﾝｸ
・重水冷却器
・ﾀﾞﾝﾌﾟﾀﾝｸ

実施中※

105
実施中

・重水循環
ﾎﾟﾝﾌﾟ用
熱交換器

0.3
検出限界値

以下

・R/B重水
ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ

92
今後

実施予定

原子炉建屋（R/B）

※ 計装配管内の残留重水回収を実施中

 

汚染の除去工事（残留重水回収、トリチウム除去）の作業状況 

 

 

Ⅱ．第27回「ふげん廃止措置技術専門
委員会」報告

（技術開発部 計画管理課 忽那 秀樹）
 

「ふげん」では、廃止措置を安全かつ合理

的に進めていくうえで必要となる技術開発計

画や成果等にご意見等を頂くことを目的に、

機構内外の有識者から構成される「ふげん廃

止措置技術専門委員会」（主査：(公社)日本ア

イソトープ協会 石榑常務理事）を設置してお

り、第 27 回委員会を平成 25 年 3 月 14 日

に「ふげん」で開催し、次の 2 件について審

議を頂きました。 

(1) 廃止措置の状況 

平成 24 年度解体撤去工事、汚染除去工事

等の作業実績、「ふげん」を用いた研究開発、

福島支援のための切断技術確証試験等の廃

止措置の取り組み状況について 

(2) 重水回収・トリチウム除去における除去技

術の高度化 

重水回収・トリチウム除去の実績、トリチ



ウム除去における課題と解決に向けた除去

技術の高度化検討について 

また、福井県エネルギー研究開発拠点化計

画への「ふげん」の取組み状況として、次の 2

件について紹介しました。 

(1) 福井県における高経年化調査研究 

(2) 技術課題解決促進事業（公募型事業） 

続いて、原子炉建屋の高経年化調査研究に

係る調査対象箇所等をご視察していただきま

した。 

委員会では石榑主査より、 

・全体として廃止措置が着実に進んでいると

感じた。 

・タービン設備の解体撤去工事で発生する金

属の再利用に向け、クリアランス制度につい

て理解を得る活動を進めて頂きたい。 

・重水回収・トリチウム除去技術の高度化で

は、実機での応用を検証して技術を確立し、

その技術は重水炉保有国にとっても有益で

あることから、成果を国際的に発信して頂き

たい。 

等のご講評を頂きました。 

 

「ふげん」では、今後も委員会で頂いたご意

見等を反映しながら、安全かつ合理的に廃止措

置を進めていきます。 

第 27 回ふげん廃止措置技術専門委員会 

専門委員による現場視察（原子炉建屋） 

 

Ⅲ． 中部電力㈱との第6回廃止措置連絡会
を実施
（技術開発部 計画管理課 泉 正憲） 

「ふげん」と中部電力㈱浜岡原子力発電所

は、廃止措置に係る技術情報の交換を目的と

して平成 22 年４月に締結した「原子炉施設

の廃止措置に係る技術協力協定」に基づく「廃

止措置連絡会」を定期的に実施しており、平

成 25 年 1 月 30 日に、「ふげん」において

第６回廃止措置連絡会を開催しました。 

連絡会では、双方から各々の廃止措置進捗

状況を報告するとともに、法令や安全協定に

基づく通報対象事項及び不適合情報等の保安

活動状況について情報交換を行いました。 

今回の連絡会において「ふげん」からは、

解体撤去工事における各種切断工法等の適用

実績を報告し、各切断工法における適用性評

価の方法と結果について情報交換を行いまし

た。また、中部電力㈱からは、浜岡原子力発

電所 1 号機において、全ての使用済燃料の搬

出が完了したことについて報告があり、搬出

後の管理体制等について情報交換を行いまし

た。 

今後も本連絡会を継続して開催し、得られた

技術情報等を参考にして、更なる安全確保と円

滑な廃止措置に努めていきます。 

 



中部電力との第 6 回廃止措置連絡会 

 

Ⅳ． 福井工業大学「放射性廃棄物工学」
講座への協力

（技術開発部 開発実証課 香田 有哉）
 

1．概要 

原子力機構は、福井工業大学からの依頼を

受け、平成 25 年 1 月 8 日、15 日、22 日の

3 日間にわたって、福井工業大学の原子力技

術応用工学科学生、院生を対象とした「放射

性廃棄物工学」講座を実施しました。 

本講座は、福井工業大学が文部科学省の原

子力人材育成等推進事業の一環として実施し

た講座に「ふげん」の職員が講師として協力

したもので、福島第一原子力発電所事故以降、

重要視されている危機管理能力を高めるため、

県内の大学及び関係機関との連携・協力の下

に国内外の最先端の知見を学生が修得するこ

とで、地域の原子力安全を守る技術者を育成

することを目的としています。 

 

2．講座内容 

 今回は、以下の 3 講座について講義を実施

しました。 

(1) 講座Ⅰ：原子力施設の廃止措置（海外の事

例を含めて） 

廃止措置の標準的な進め方やそれらを推進

するための技術、国内外の廃止措置事例等、

原子炉施設の廃止措置の概要について 

 

(2) 講座Ⅱ：「ふげん」の廃止措置計画 

廃止措置に係る法規制制度、「ふげん」の廃

止措置計画の概要、施設内に残留する放射能

の評価及び廃止措置の安全評価等について 

(3) 講座Ⅲ：廃止措置の技術（「ふげん」の廃

止措置事例を含めて） 

国内外の廃止措置に適用されている技術、

「ふげん」で実施中の解体撤去工事や汚染除

去工事等に用いている技術及び原子炉本体解

体のための技術開発等について 

 

3．講座に対する感想等 

本講座には、3 日間で延べ１００名余の学生

に受講していただきました。講座後に実施され

たアンケート結果によると、「講座の内容につい

て興味が持てた、理解できた」という回答が全

体の９割を超えていました。主な回答理由とし

ては、｢安全な廃止措置は地域社会の理解と協力

が大切だと判ったから｣、「様々な関連技術を知

ることができたから」、「廃止措置の話だけでは

なく、それに必要となる解析評価の話について

も聞けたから」等が挙げられていました。また、

今後取り上げて欲しいテーマについては、原子

力と社会・政治・経済、フロントエンド・バッ

クエンドの詳細、廃棄物の処理・処分等が挙げ

られ、学生の皆さんの原子力に対する幅広い意

欲を感じることができました。 

今後もこのような機会があれば、学生の皆さ

んの熱意に応えるべく、是非とも協力していき

たいと思います。 

 

福井工業大学での講義 



Ⅴ．日本原子力学会 2013年春の年会
報告

（技術開発部 開発実証課 安藤 浩司）
 

平成25年3月26日から28日にかけて、

近畿大学(東大阪キャンパス)において、日本原

子力学会 2013 年春の年会が開催されました。 

今回、「ふげん」の研究成果として、重水回

収・トリチウム除去について、1)「『ふげん』

の廃止措置に係るトリチウム除去(1)実機の機

器・配管に対するトリチウム除去技術の適用

性評価」、 2)「中空糸膜分離式の小型可搬式

除湿装置を用いた『ふげん』のトリチウム除

去(2)適用性の確認試験」の 2 件の発表を行い

ました。 

「ふげん」の原子炉では減速材に重水を使

用していたため、原子炉の運転に伴う中性子

の照射により、放射性物質のトリチウムが生

成されています。 

トリチウムは、廃止措置に係る重水系・ヘ

リウム系の解体撤去工事の際に放射線管理の

対象となることから、作業性改善等のために

予め重水系・ヘリウム系の機器・配管類の内

部に残存している重水を回収し、トリチウム

を除去することが有効であり、現在この作業

を進めています。 

重水回収・トリチウム除去は、①ドレンア

ウトによる残留重水の回収、②通気及び真空

引きによる機器・配管類内面のトリチウム水

の乾燥除去、③空気置換による機器・配管類

内表面の酸化皮膜中トリチウムの除去の 3 段

階で進めています。 

このうち、②の乾燥除去に係る研究成果と

して、1)では、トリチウムで汚染された機器・

配管について、通気及び真空吸引による乾燥

法を用い、比較的構造が単純な機器、複雑な

機器及び配管と機器が組み合わさった系統の

トリチウム除去を行い、通気及び真空吸引に

よる乾燥法が有効であることを確認した結果

と、本試験で得られた知見及び今後の課題に

ついて発表しました。 

また、2)では、狭隘な現場で使用するため

に製作した小型・可搬式の中空糸膜分離式ト

リチウム除去装置を用いて通気乾燥試験を行

い、モックアップを使用したコールド試験及

び実機を使用したホット試験にて、本装置の

適用性を確認した結果と、本試験で得られた

知見及び今後の課題について発表しました。 

トリチウム除去の知見は「ふげん」だけで

はなく核融合の分野でも有用であり、今回発

表したトリチウムで汚染された実際の機器・

系統を用いた試験の結果については、参加者

の関心が高く、多くのご意見・ご質問を頂き、

「ふげん」の研究成果の情報発信の重要性を

再認識しました。 

今後もトリチウム除去技術の研究開発を進

め、重水系・ヘリウム系のトリチウム除去を安

全に進めるとともに、その成果を学会等で発表

していきます。 

 

2013 年春の原子力学会での発表 

 

 

 

 

 



H25 年 1 月～5 月の実績 

時  期 内  容 

H21 年 9 月 2 日～ 

継続実施中 

H24 年 5 月 14 日～ 

H24 年 5 月 18 日～ 

H24 年 11 月 13 日～ 

H25 年 1 月 8 日、15 日、

22 日 

1 月 30 日 

3 月 14 日 

 

3 月 17 日～4 月 4 日 

 

3 月 26 日～3 月 28 日 

 

 

 

 

 

4 月 23 日～25 日 

 

5 月 13 日～17 日 

5 月 30 日、31 日 

・カランドリアタンク及び重水冷却系のトリチウム除去作業 

 

・クリアランス対象物除染処理作業 

・六価クロム無害化処理作業/遮へい冷却系冷却水の処理 

・重水浄化系トリチウム除去 

・福井工業大学「放射性廃棄物工学」講座（文部科学省原子力人

材育成等推進事業）【記事Ⅳ．参照】 

・中部電力㈱との第 6 回廃止措置連絡会【記事Ⅲ．参照】 

・第 27 回 ふげん廃止措置技術専門委員会（「ふげん」で開催）

【記事Ⅱ．参照】 

・英国における NDA（英国原子力廃止措置機関）/仏国 EDF（フ

ランス電力）廃止措置サイト調査 

・日本原子力学会 2013 年春の年会（近畿大学東大阪キャンパ

ス）報告【記事Ⅴ．参照】 

①実機を用いた通気及び真空引きによる機器･配管類内面の 

トリチウム水の乾燥除去方法の適用性評価 

②中空糸膜分離式の小型可搬式トリチウム除去装置を用いた適

用性の確認試験 

・レーザーと原子力に関する国際会議（横浜）/廃止措置へのレー

ザー技術適用ポスターセッション報告 

・OECD/NEA TAG55 会議（ドイツ） 

・第 29 回オープンセミナー/技術課題解決促進事業（公募型） 

紹介： 

①コンクリートヒビ割れ部切削工具の試作 

②多関節ロボット装着用異形状型把持装置の設計･試作 

③二重管構造同時把持装置の設計･試作 

④配管内表面の放射性腐食生成物の物理除染におけるノズルヘ

ッドの誘導技術及びハツリ粉塵の回収の検討 

⑤汚染拡大防止を考慮した大口径ステンレス配管の切断隔離工

法の検討 

 

今後の予定 

時  期 内  容 

順次実施予定 

 

・重水搬出に係る重水前処理作業 

 

 


